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はじめに
セミナー、研修を受講して成果が早く出る人の共通点

①講師が自分にだけ話しかけているという良い勘違いをしている

・相互作用が発生し良い雰囲気の場が形成される

②講義と現実の間に架け橋が掛けられる

・アウトプットを前提として聞く（想像力を働かせる）

安心安全な場であることを前提にポジティブに参加する



あなたはどのレベル？

知らない

知っている

理解している

実践している

教えられる



本講習の目的（ミッション）
1アクション3ゴールに則って3つの目的を設定してみた

1回の講演に3つの目的を設定

１．改善提案活動の活発化や意義を理解してもらう

２．製造やモノの流れといったものの勉強に興味をもってもらいたい

３．人前で講義形式で話す経験を積みたい



TOC（制約理論）とは何か
Theory Of Constraints（セオリー オブ コンストレインツ）

制約（constraint）とは？

―条件をつけたり枠をもうけたりして、活動の自由を制限すること。束縛。

（日本国語大辞典より）

TOCにおいては

会社で最も弱い部分（ボトルネック）と定義付けします。

「工場の生産性はボトルネック工程以上には向上しない」



ボトルネックとは

製品を作る流れのなかで、業務の停滞や
生産性の低下を招いている工程・箇所の
ことを指します。

細くなっているところでつかえてしまうので
まずは早く流れる方法を考える！

Q.瓶の中身を箱に空けるお仕事中
どうやったら瓶の中身は早く出る？



例えば



ボトルネックの発見

レーザー バリ取り ベンダー 溶接 仕上げ

300個/日 150個/日 120個/日 60個/日 100個/日

製品を300個3週間以内に納める

１日 ２日 ３日 ５日 ３日

120個/日

３日

改善提案活動
・溶接工程は優先
・モノの並べ方
・治具の作製

経営判断
・増員
・増台
・設備投資

こっちが先 こっちは後

←5日
かかる



改善提案と経営判断

瓶を回転させたり空気穴を開けるのは
工夫次第で低コストで取り掛かれるが

一度に処理する瓶の本数を増やしたり
ボトルネックの幅を広げるのは
高コストになる（リスクが伴う）



ボトルネック解消は繰り返し

レーザー バリ取り ベンダー 溶接 仕上げ

300個/日 150個/日 120個/日 120個/日 100個/日

１日 ２日 ３日 ３日 3日

レーザーやバリ取り工程における改善提案は無意味ではないが最適解ではない
また、どこがネックになっていて改善すべきなのか把握することは非常に重要。

他部署の仕事を知らないと改善案も出てこない。
なので理想は皆が皆の仕事の内容を理解していること＝多能工化

現在15時から各課長が話し合っているのは意味がある



誤解無きように！

改善提案

TOC
改善提案の目的はボトルネック
解消のためだけにあるわけで
はない



まとめ
ボトルネック工程の解消は5つのステップで実践される

１．ボトルネックの発見

２．ボトルネックの改善を考える

３．ボトルネック工程の都合に他が合わせる

４．ボトルネックの能力を上げる

５．次なるボトルネックを探す（１．に戻る）

何でやるのか→お金を現在から将来にわたって儲け続けるため



最後に
今回の講習の内容にした本は会議室の本棚にあるので興味がある人は読んでみてください
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